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本研究課題は哺乳類の四肢骨（肩甲骨, 鎖骨, 上腕骨,
トウ骨, 尺骨, 大腿骨, ケイ骨, ヒ骨）の形状, 材料力
学的性質に哺乳類の体重, 重心の位置などの身体的特
徴, さらに生活環境, 様式がどのように反映され, 骨
が決定されるのかを明らかにしようとする allometric
な研究である. 哺乳類を大きく, 陸上, 地下, 樹上を主
な生活域とするグループに分類して, 体重 10g から
5000kgの範囲のさまざまな動物の四肢骨の情報を集め
ている. 霊長類研への共同利用の申請は昨年後半に行
った. 本年度 3 月までに, ゴリラ, チンパンジー, オラ
ンウータンなどの類人猿を含めて 41 種類 60 例の哺乳
類の四肢骨のデータが蓄積された. 筋, 皮膚のある状
態での CT 撮影, 生骨の重量計測（死体の提供を受けた
場合）, 骨標本の外形計測, 重量, CT 撮影による断面形
状,断面 2 次モメントなどの算出を行っている. 
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した. 研究対象者は健常な大学生 27 名で,空腹時・昼食
摂取後・暗算によるストレス負荷後の計 3 回アミラー
ゼ活性を測定した. AMY1A コピー数はリアルタイム
PCR の SYBER green 法から算定し, 遺伝子コピー数の
標準試料としてチンパンジーゲノムを用いた. AMY1A
コピー数の 3 分位数で対象者を分類し, 群間比較を行
った結果, 食事前後のアミラーゼ活性の変化に有意差
が見られ, 最上位（AMY1A コピー数 8-12）群のみ食後
のアミラーゼ活性が有意に低下した. しかし, AMY1A
コピー数とアミラーゼ活性との相関性は示されず, 測









第 11 回ニホンザル研究セミナー 




















6 月 5 日（土） 
12:58～13:00 挨拶 半谷吾郎（京都大学霊長類研究所）  





ニホンザルの生息適地推定 -1978 年から 2007 年におけ
る 29 年間の変化- 
コメンテータ：David Sprague（農業環境技術研究所）   
15:00～15:15 休憩  
